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イラスト／リリー・ケー

広町の月(肥後正一さん)

残念ですが、イラストの応募はありませんでした。
第２回も開催する予定ですので、広町の四季を写真やイラストで残しておいてください。
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広町の森へ
連れていって！

赤い藻が浮く雨乞いの池（珍田宥充さん）

広町の木道（白井誠一さん）春待つ桜（中原攻さん）

今年も、ホタルを見に行くことで、
夏が始まります。

秋には、たくさんの花たちが迎えてくれます。
そして、冬には遠くに

霊峰富士を望む――。
広町の森は、

あなたが訪れるのを待っています。

第１回
「広町の森イラスト展＆写真展」

優秀作品発表

「えのきテラス」で、ガイド役・矢部和弘東京農
大准教授（前列左から２人目）と視察メンバー

宮ノ前峠入り口に設置された、森全体の案内図

急斜面の散策路に設置されている、安全を期し
ての手すり付き木道

ホタル観賞場所付近の幅1.5メートルの木道
（蓄光テープを貼り付け）

木に登ることもある、アカテガニの巣（冬眠中）

２
月
25
日
の
日
曜
日
、中
原
会
長
ほ
か

10
名
で「
小
網
代
の
森
」（
三
浦
市
三

崎
町
小
網
代
２
２
５
５
）を
視
察
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、連
合
会
の
2
0
1
7
年
度
活

動
計
画
に
あ
る
自
然
環
境
保
護
全
般
に
関
す
る

学
習
会
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
森
は
、
2
0
1
4
年
に
一
般
開
放
さ
れ

ま
し
た
が
、
1
9
7
0
年
に
ゴ
ル
フ
場
開
発
や

宅
地
開
発
の
動
き
が
あ
っ
た
状
況
下
で
、地
元
市

民
の
反
対
運
動
を
受
け
て
1
9
9
5
年
長
洲
知

事
時
代
に
保
存
決
定
し
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。特

徴
は
、森
の
中
心
部
を
流
れ
る
浦
の
川
の
流
域
が

自
然
の
ま
ま
残
存
し
、森
林
、湿
地
、干
潟
及
び
海

ま
で
が
連
続
し
て
残
存
し
て
い
ま
す
。ア
カ
テ
ガ

ニ
を
初
め
と
し
て
、希
少
種
を
含
む
多
く
の
生
物

が
多
様
な
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
森
で
す
。

　
1
9
9
0
年
国
際
生
態
学
会
議
で
視
察
後
、下

流
に
は
干
潟
も
あ
る
全
国
で
も
稀
有
な
森
と
し

て
、絶
対
保
存
必
要
が
表
明
さ
れ
た
森
で
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、　

こ
の
森
の
管
理
運
営
の
主
体
は

神
奈
川
県
で
あ
り
ま
す
が
、
N
P
O
法
人
小
網

代
野
外
活
動
調
整
会（
30
名
）が
、県
、市
、ト
ラ
ス

ト
み
ど
り
財
団
を
含
め
四
者
で
環
境
保
全
活
動

に
関
す
る「
覚
書
」を
調
印
し
管
理
方
針
を
決
め

て
い
ま
す
。視
察
当
日
の
現
地
ガ
イ
ド
は
、

N
P
O
法
人
小
網
代
野
外
活
動
調
整
会
議
副
代

表
で
1
9
8
9
年
か
ら
現
在
ま
で
30
年
に
亘
り
、

森
に
携
わ
っ
て
い
る
矢
部　
和
弘
氏（
東
京
農
業

大
学
准
教
授　

地
域
環
境
科
学
部　

森
林
総
合

科
学
科　
森
林
土
木
専
門
）に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
以
下
、散
策
道
中
に
て
ガ
イ
ド・矢
部
氏
が
、話

さ
れ
た
事
を
メ
モ
し
た
内
容
で
す
。

❶
案
内
板
地
図
は
各
入
口
地
点
を
基
準
に
し
て

作
ら
れ
て
い
な
い
。→
非
常
に
不
便
で
不
親
切
。

❷
木
道
は
幅
1
.
5
メ
ー
ト
ル
で
、ホ
タ
ル
観
賞

場
所
に
は
危
険
防
止
の
た
め
手
す
り
を
備
え
て

い
る
。→
夜
間
利
用
者
の
た
め　
特
定
場
所
に
は

蓄
光
テ
ー
プ
板
を
設
置
し
て
い
る（
5
月
頃
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
、6
月
頃
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
）

❸
森
全
域
に
木
道
が
あ
り（
傾
斜
地
も
含
め
）、踊

り
場
を
兼
ね
た「
テ
ラ
ス
」が
、休
憩
場
所
に
も
な

り
非
常
に
効
果
的（
3
か
所
）に
配
置
さ
れ
て
い

る
。

❹
湿
地
の
維
持
は
難
し
い
→
水
路
を
高
く
し
て

地
面
に
水
を
入
れ
る
→
傾
斜
を
付
け
て
水
を
流

す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。浦
の
川
の
適
所
に

堰（
せ
き
）を
作
っ
て
、水
た
ま
り
か
ら
の
氾
濫
を

促
す
。

❺
ア
カ
テ
ガ
ニ
は
甲
羅
部
分
で
5
セ
ン
チ
、足
を

入
れ
る
と
10
セ
ン
チ
→
活
動
期
は
6
月
頃
か
ら

で
、冬
季
間
は
冬
眠
状
態
。

❻
ア
オ
キ
は
増
殖
す
る
と
、地
面
に
光
が
入
ら
な

く
な
る
→
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
、絶
え
ず
監
視

し
て
い
て
直
ぐ
に
刈
り
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

川
の
中
に
光
を
入
れ
る
→
藻
が
発
生
す
る
→
カ

ワ
ニ
ナ
が
生
息
す
る
→
蛍
が
育
つ
事
や
、ア
ユ
の

棲
息
が
期
待
で
き
る
。

❼
希
少
種
を
含
む
多
く
の
生
物
が
多
様
な
生
態

系
を
形
成
し
て
い
る
が
、
2
0
1
1
年
の
東
日

本
大
震
災
で
油
壺
海
岸
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
。

→
そ
の
影
響
で
干
潟
部
分
に
生
態
系
の
変
化
が

起
き
て
い
る
。

❽
下
流
域
に
は
、「
三
浦
め
だ
か
」や「
日
本
赤
ガ

エ
ル
」が
生
息
し
て
い
る
が
、雑
草（
外
来
種
を
含

め
）の
撲
滅
に
目
を
光
ら
せ
る
等
管
理
し
て
い
る
。

→
手
入
れ
を
怠
る
と
雑
草
は
繁
茂
す
る

❾
動
植
物（
菌
類
含
め
）は
現
在
2
5
0
0
種
確

認
、
3
0
0
0
種
に
な
れ
ば
論
文
に
着
手
す
る

考
え
を
持
っ
て
い
る
。

❿「
火
気
厳
禁
」の
看
板
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た

が
、森
の
保
全
の
た
め
、大
き
な
注
意
を
要
し
て

い
る
。

　
以
上
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
の
将
来
を
考
え
た
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立

ち
、浦
の
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の
流
域
生
態

系
を
守
る
た
め
様
々
な
保
全
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、そ
の
実
態
を
視
察
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

広
町
の
森
は
海
沿
い
で
は
な
く
内
陸
で
保
全

環
境
は
異
な
り
ま
す
が
、参
考
に
で
き
る
こ
と
は

多
い
に
取
り
入
れ
る
方
向
で
、検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
な
が
ら
、帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

小網代の
森を訪ねて
文と写真：珍田宥充
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鎌倉の自然を守る連合会　広町緑地自然観察調査報告
書2003年ｐ29より

緑地のABCゾーン区分　広町緑地基本構想から

カワニナ（ホタルの餌となる巻貝）御所谷川にて　

ゲンジボタルの生息場所（御所谷川の周辺）

ゲンジボタルの成虫（御所谷川付近の葉の上）

　

広
町
の
来
訪
者
か
ら
「
こ
の
素
晴
ら

し
い
自
然
に
手
を
加
え
な
い
で
残
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
感
想
を
頂
く
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
緑
地
の
保
全
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
有
難
い
言
葉
で
す

が
、
同
時
に
多
少
戸
惑
い
を
覚
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
戸
惑
い
の
原
因
は
、

今
見
え
て
い
る
自
然
は
手
を
加
え
ず
放

置
す
れ
ば
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
か
ら
で
す
。

　

広
町
で
自
然
観
察
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
始
め
た
時
に
、
仲
間
の
方
達
が

緑
地
の
森
の
一
定
区
画
内
の
徹
底
的
な

樹
木
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
山
桜
の

高
木
な
ど
落
葉
樹
主
体
の
そ
の
区
画
の

幼
木
は
山
桜
な
ど
が
な
く
、
ス
ダ
ジ
イ

な
ど
の
常
緑
照
葉
樹
の
幼
木
が
優
勢
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
の
区
画

の
樹
木
は
数
十
年
後
に
は
照
葉
樹
の
暗

い
森
に
遷
移
し
て
い
く
可
能
性
を
示
す

も
の
で
し
た
。

　

昔
は
里
山
と
し
て
手
入
れ
さ
れ
て
い

た
森
も
、
管
理
放
棄
に
よ
り
植
生
が
変

化
し
て
い
く
実
例
を
見
た
思
い
で
し
た
。

一
方
、
昔
の
里
山
の
時
代
は
逆
に
農
業

目
的
に
間
伐
・
萌
芽
更
新
・
植
樹
さ
れ

る
変
化
の
多
い
森
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

里
山
の
自
然
は
“
放
置
”
で
変
わ
り
、

　

広
町
緑
地
で
は
毎
夏
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
飛
び
交
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
が
、
ど
う
成
長
す
る
か
を
観
察

の
体
験
を
通
し
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
比
較
的
き
れ
い
で

緩
や
か
な
流
れ
の
小
川
に
多
く
生
息
し
、

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
流
れ
の
な
い
水
田
や

湿
地
に
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

夏
に
水
辺
の
苔
や
草
の
根
元
に
産
み

付
け
ら
れ
た
卵
は
約
一
か
月
で
幼
虫
と

な
り
、
水
に
入
り
ま
す
。
水
中
に
生
息

す
る
巻
貝
の
カ
ワ
ニ
ナ
な
ど
を
餌
に
し
、

ヘ
イ
ケ
は
四
回
、
ゲ
ン
ジ
は
六
回
脱
皮

し
て
成
長
し
ま
す
。
昼
間
は
岩
や
草
の

下
に
隠
れ
て
い
て
、
夜
活
動
し
ま
す
。

幼
虫
は
光
る
の
で
、
水
面
に
目
を
凝
ら

す
と
発
見
出
来
ま
す
。

　

十
分
成
長
し
た
幼
虫
は
、
四
月
～
五

月
、
上
陸
し
土
に
潜
っ
て
サ
ナ
ギ
に
な

り
ま
す
。
四
月
雨
の
降
る
夜
、
御
所
谷

川
で
発
光
し
て
川
岸
に
上
る
ゲ
ン
ジ
の

幼
虫
を
発
見
し
た
時
は
、
自
然
の
営
み

に
感
動
し
ま
し
た
。

　

約
一
か
月
後
サ
ナ
ギ
か
ら
成
虫
と
な

り
、
飛
び
立
ち
ま
す
。

　

生
存
は
一
週
間
か
ら
十
日
で
、
水
の

み
で
生
き
ま
す
。
雌
雄
が
光
の
信
号
を

送
り
あ
い
、
相
手
を
見
つ
け
、
子
孫
を

残
し
ま
す
。

　

飛
ぶ
時
期
は
多
少
の
ず
れ
は
あ
り
ま

す
が
、
主
に
、
ゲ
ン
ジ
が
六
月
、
ヘ
イ

ケ
が
七
月
で
す
。
ゲ
ン
ジ
の
方
が
大
き

く
、
四
秒
に
一
回
光
り
高
く
曲
線
を
描

い
て
飛
び
ま
す
。
ヘ
イ
ケ
は
直
線
的
に

飛
び
、
一
秒
に
一
回
チ
カ
チ
カ
と
短
く

光
り
ま
す
。　

　

広
町
緑
地
の
ホ
タ
ル
保
全
に
は
自
然

豊
か
な
水
系
を
は
じ
め
良
好
な
自
然
環

境
維
持
が
必
須
で
す
。
皆
で
力
を
合
わ

せ
環
境
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
“
人
為
”
で
も
変
わ
り
ま
す
。

　

里
山
再
生
を
目
指
す
緑
地
は
A
B
C

区
分
さ
れ
、
面
積
の
多
い
B
,
C
区
域

は
最
小
限
の
手
入
れ
を
す
る
区
域
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
何
が
残
る
か
、

人
為
に
よ
る
変
化
も
含
め
、
注
意
深
い

観
察
調
査
・
議
論
が
必
要
で
す
。

森を楽しむ！
広町ウォーク

2018

自
然
は

変
化
す
る
！

ホタルが
飛び立つ
まで

文
：
山
田
正
夫

文・小野則子
写真・小野　勇

文・奥田セイ子　写真・山田啓子

毎月第２土曜日の朝10時、
広町広場に集合！

10月13日  秋の草花12月８日  紅葉２月９日  ハイキング

11月10日  秋の樹の実１月12日  冬の花３月９日  春の七草

９月８日  ハイキング

７月14日  半
は ん

夏
げ

生
しょう

別名トネアザミ。茎は１～２ｍ。花時には根生葉
や茎下部の葉は枯れてしまう。茎の葉は互生し、
長楕円形長さ20～ 30cmになる。花は秋横向き
にたくさんつける。頭状花は紅紫色で、総苞は
鐘形で径１～1、5cm。

別名アケボノスギとも呼ばれる。1943年に中
国揚子江の奥地で発見され、生きた化石として
話題になった。落葉する針葉樹で、秋レンガ色
になった葉はチリチリに落ちる。実は⒈５cmの
楕円形で、樹皮は縦向きの筋目立つ。

冬から春にかけて花をつける珍しい種類。実は
初夏に青から赤に熟すが有毒。樹皮が丈夫でこ
れなら「鬼でも縛れるだんべ」というのでオニ
シバリになった。夏になると葉を落として丸坊
主になるので別名ナツボウズ。

初夏に淡い紫の花をつけ、秋には紫色の実をた
くさんつける。和名はその優美な果実の姿を紫
式部の名を借りて表現したものという。幹や太
い枝は弧を描くように曲がることが多い。

属名ナルシッサスはギリシャ神話の美少年ナ
ルキッソスに因んだもの。水面に映る自分の姿
に恋をしたナルキッソスがついに水に身投げ
て死んでしまい、憐れんだ神が水辺に咲く水の
花に変えたという。

春の七草の１つで正月の七草粥に使われる。耳
元で振ると三味線のバチのような果実がペン
ペンと音を立てる。今ではこんな素朴な遊びを
する子も少なくなったが、植物の名前の中に昔
の野遊び文化が面影を残している。

花の長さ３cm内
外。この根は植物
界きっての猛毒ア
ルカロイドを有す
る。毒が転じて薬
草にもなる。花は

コナラとは「小さ
な葉の楢」の意味
で、ナラの由来は
「鳴る」であるとさ
れる。吹く風に揺
れる葉がふれあい

　一つ一つの花の
シルエットが傘を
かぶって踊る踊子
の姿に良く似てい
る。オドリコソウ
よりはずっと小さ

この木の名前は、
葉を触って匂いを
嗅げばすぐわかる。
臭いからクサギで
ある。その臭いは
カメムシの臭いに

和名は藪に生える
椿の意味。椿の名
の由来は葉が革質
で艶があることか
ら「艶葉木（つやば
き）」。刀剣の鍔（つ

春の七草の1つで
おなじみ。コハコベ
は文字通り小振り。
白い花弁は基部ま
で深く裂けるので
10枚に見えるが実

根が朝鮮人参に似ている。葉や茎の切り口から
白い乳液をだす。花は下向きに開いて白緑色、
内側には紫褐色の斑点がある。縁のところだけ
赤っぽい。花冠は３cm内外で比較的大きい。山
麓や林の縁などに生える。

花穂の下の葉１～２枚の下半分が白くなり虫
たちを無言で誘う。半夏生とは暦の上で夏至か
ら11日目のことだが、このころに葉が半分白く
なるのでこの名前がある。湿地に生える多年草
で薬草としての効能がある。

小さな野草の花をルーペで覗くと、違った世界
を見ることが出ます。見慣れているはずの雑草
の世界に思いがけない美しさが隠れていたこ
とに驚かされます。そんな世界にお誘いします。

半夏生

タイアザミメタセコイアオニシバリ

クサギ　実

スイセンナズナ

トリカブトコナラ黄葉ヒメオドリコソウ

ムラサキシキブ　実

ヤブツバキコハコベ

ツルニンジン

青紫の兜型で美しい姿をしている。トリカブト
の名は花の形が舞楽の時に使う伶人の冠に似
ているから。

音を出すことによる。樹皮は縦に不規則な割れ
目が入り、老木になると割れ目が大きくなる。

く越年草。ヨーロッパ原産の帰化植物で全国の
田畑や人家の周辺にはびこって群生している。

似ている。青緑色の果実は染料とされ、若葉は
ゆでて食用とする。その香りに誘われてアゲハ
蝶などが群がる。

ば）に似ていることから「鍔木」とする説などが
ある。材は固く細工物に利用。

際は5枚。ウシハコベはコハコベより大きく、雌し
べの先が５つに分かれているがこれは３裂。
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